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Shope 線維腫ウイノレス (SFV) は， 家兎の皮内に接種すると， 接種部位に限局した良性の線維腫
を形成する。然し宿主の条件によっては，汎発性の線維腫症を示し，組織学的には線維肉腫の像を呈
する事が知られている。本実験の目的は，予め家兎を 60Co で照射する事によって， SFV 腫場形成過
程の変化を調べると共に，汎発性乃至悪性像を示す SFV 腫療内におけるウイ jレス増殖と，細胞増殖
との関係を明らかにしようとするものである。
〔方法〕
約1. 5....... 2 kg の家兎を諸種の線量の 60CO で全身照射を行ない， 24 時間後に 105RTFU (Rabbit 
Tumor Forming Unit) Im1 の SFV を各々 0.5 m1 皮内に接種して腫凄形成過程を観察した。一部
は SFV 接種後 Prednisolone で後処理した。形成された腫療については，組織学的に研究すると共
に，ウイノレス感染価の測定，蛍光抗体法によるウイノレス抗原の追求を行なった。又腫蕩形成家兎に，
3H-thymidine を静注投与して，腫湯の切片及び塗抹標本につき， autoradiography を行なった。更
に腫蕩組織の培養を行ない，同様のウイ Jレス学的検討を行なった。
〔成績〉
A. 60CO 照射家兎における SFV 腫療の形成
家兎を 60CO400r -1200r で全身照射を行ない， 24時間後に SFV を接種すると， 60Co 非照射家兎
の腫療は，通常 9 日で最大の大きさに達して変性しはじめるのに対して，照射家兎に発生した腫療は
いずれも長期間にわたって増大し続け，大きなものは煎径約 12cm-13cm ~乙達するものもあった口















細胞の核 DNA 合成は何れも明瞭な抑制を受けている。一方封入体を持たない細胞では， 50巧以上の
核が著明な DNA 合成を示す。
C. 二次腫療の組織培養による研究を
二次腫蕩の組織を培養し， 4 日目の材料について，鐙光抗体法及び 3H-thymidine による autora­
diography を行なうと， 33.8%の封入体合有細胞を認めた。
〔総括〕







ても異なる。本研究は，ポックス群に属する Shope 線維腫ウイノレスを用い， 予め 60Co-r 線で家兎
を全身照射する事によって，通常の腫蕩形成過程を変化せしめ，汎発性の線維肉腫様の腫療の発現に
導かれる事を示したものである。また形成された腫療をウイノレス学的に研究して，腫療内にウイノレス
を産生し自らは分裂増殖し得ない細胞とウイノレス非感染細胞とが共存する状態を証明したもので，腫
蕩性ポックスウイノレスの独自なウイノレスと宿主の相互関係を明らかにした独創性の高い研究である。
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